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細胞外マトリックス、ECM、コラーゲン、エラスチン、ライブイメージング、細胞内輸送、自己線維化、生体修
復材料、臓器線維症、膠原病、関節リウマチ

細胞外マトリックスは、細胞間に存在して組織・器官を物理的に保持すると共に、細
胞外の生理活性物質を留め、その濃度勾配を作ることで細胞の増殖・分化などにも重
要な役割を持っています。細胞外マトリックスの主要成分であるコラーゲンは、食品添
加物や化粧品成分として注目されていますが、今後の高齢化社会では、年齢と共に減
少するコラーゲン量を保持することが必要となっています。また、また、角膜や骨といっ
た重要部位を構成するコラーゲン線維が、生体修復材料開発からも重要となっていま
す。さらに、コラーゲンの量的、質的な異常は、臓器線維症や関節リウマチなど膠原病
といった厚生労働省認定の難治性疾患と深く関連している点でも重要な研究対象です。

一方、コラーゲンを含む細胞外マトリックスは分子レベルでの研究が遅れており、問
題解決が困難となっています。我々のグループでは、分子細胞生物学、細胞工学、材
料工学、人工組織学、の新しい研究手法により、開発の遅れている細胞外マトリックス
分野のイノベーションを目指します。

全身の組織に存在する細胞外マトリックスの分子レベルでの理解と人為構築技術を格段に進めることにより、人工細胞外マトリックス材料の
構築と再生医療および創薬への応用、新規メカニズムに基づくコラーゲン分泌制御因子のスクリーニング系開発、また、組織線維症、膠原病、
関節リウマチなどコラーゲン異常が係わる難治性疾患の診断および治療法の開発を目指します。
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コラーゲンなど細胞外マトリックスの分子解析技術、人為構築技術、病気との関連情報などを提供

可視化コラーゲンの開発
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ティラピアの鱗断面構造の透過型電子顕微鏡写真
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直径2cm、膜厚３０−５０μm

膜の断⾯構造： 緻密な構造

左：乾燥状態 右：インキュベート後
37℃で24時間インキュベーションし
た後にも殆ど変形が⾒られない

ＰＢＳ浸漬後の写真

うろこコラーゲンの再線維化による高強度膜

運動機能組織（骨・軟骨・靭帯）の再建材料や再生医療用足場材料への応用

魚うろこコラーゲンによる高機能医療材料の開発

人工カセット臓器による代謝モデル 新しい臓器線維化抑制法の開発

人工タンパク質・設計ペプチドを基盤とした人工マトリックス・バイオマテリアルの創製

死細胞から漏出する O‐GlcNAc化タンパク質の線維化抑制効果


